
　　平成２８年度学校評価シート 　　　　　　　　　　　　高知県立高知若草養護学校土佐希望の家分校　　　　

１　目指す学校像

２　本年度の教育目標

①そう思う　②ややそう思う　③あまり思わない　④思わない　⑤わからない

項　目 昨年度の課題 本年度の目標 目標達成のための手だて 今後の課題

・重度・重複障害のある児童生徒に対する
教育の研修・研究を進め、専門性を向上さ
せる。

・「土佐希望の家分校における指導支援ガイドブック（Ｐａ
ｒｔ１）」作りを通して、重度重複障害児のからだ・コミュニ
ケーション・摂食指導について、グループ別で研究をすす
める。
・自立活動充実事業を活用し、外部専門家からのアドバ
イスを受ける。

・「土佐希望の家分校における指導支援ガイドブック（Part1)」づくりを通して指導支援
に必要な知識・技能について研修をすすめ、冊子にまとめた。
・自立活動充実事業を活用し、理学療法士（年間２回）視能訓練士（年間４回）にきても
らいアドバイスを受け、児童生徒のニーズに合った専門的知識を得ることができた。.
・外部専門家のアドバイスを教職員間で共有し取組に繋げる仕組をつくられなかった。

B

・ガイドブックの取組は専門性の水準を保つため
に大切である。新任にもわかりやすく、保護者に
も伝わるものになっている。活用してほしい。

・学校評価アンケート肯定的評価
　〈専門性を高める努力〉
　教職員８８％、施設職員７６％、保護者９５％

B

・研修をしたことを生かして、実践につながる取組が必要
である。
・外部専門家のアドバイスを個々の指導支援に生かすと
ともに、その知識や技能を教員間で共有し、活用する方
法を検討することが必要である。

・隣接施設の専門職と連携した研修を強化
する。

・「摂食指導」「身体の動き・姿勢」の基本について隣接施
設の専門職の方に講師を依頼し、研修会を実施する。
・年度当初にリハビリの見学、学習の相談を行う。
・必要に応じてケース研究のアドバイスを受ける。

・隣接施設のPT、STによる基本研修を２回実施した。
・基本研修は昨年度の全３回から全６回に増やした。
・４，５月に隣接施設でリハビリをうけている全児童生徒の担当教員がそれぞれのリハ
ビリを見学し、学習や日常生活の支援の中で生かすことができた。また、必要に応じて
相談をすることができた。

B

・研修回数を増やすなど、十分に取り組まれてい
る。

・学校評価アンケート肯定的評価
〈研修成果の活用）
　教職員９４％、施設職員５９％、保護者７９％

A

・今後もより連携し、必要なアドバイスをもらいながら、児
童生徒への適切な指導支援をしていく。

・主体的な動きを引き出し、小中高をつなげ
る授業づくりを充実させる。

・各クラス、各グループで意欲を引き出すことを目的にし
た学習内容や教材研究をすすめる。
・授業改善に向けた授業後の振り返りを行う。
・公開授業・授業研修会を行う。
・他学部の授業参観を設定し、互いに助言を行う。

・各クラス、各グループで児童の実態や手立てについて話しあい、目標応じた授業づく
りを行った。
・公開授業、授業研修会を２回行い、全教員で授業後の協議をし、授業改善に取り組
んだ。
・他学部の授業参観を計画的に行った。

B

・子どもの体調変化等を見逃さないよう、学部を
超えた複数の教員の目で見ていくことを大切にし
てほしい。

・学校評価アンケート肯定的評価
〈小中高の一貫した教育）
　教職員６３％、施設職員５５％、保護者５８％

B

・目標設定や授業後の評価を丁寧に行い、次年度及び
小中高の学習がつながる取組が必要である。
・課題や成果を共有し、客観的、多角的な視点から積極
的に話し合える仕組みが必要。

・個別の指導計画と教科・領域の年間指導
計画を連関させた教育課程の充実をすすめ
る。

・次年度の教育課程について、学部主事、教務部を中心
として児童生徒の実態に応じた類型の検討を行う。

・学習グループに現在の教育課程についての意見を求め、次年度の授業づくりについ
て検討した。
・４校合同アンケートを実施し、学部単位で教育課程について考える会を２回行い、職
員間に教育課程の改善意識が喚起された。 Ｃ

・施設職員、保護者の評価が高く、内容は目標を
達成している。
・課題がはっきり見えている点はＢと評価できる。

・学校評価アンケート肯定的評価
〈一人一人に応じた授業や教材）
　教職員８４％、施設職員８３％、保護者８４％

B

・教育課程や評価規準についての見直しを行うための委
員会設置を検討する。

・障害の重度化・多様化に応じた専門性の蓄積と
充実が求められている。

・研究・資料等の校内資源の作成・整理・活
用により専門性の蓄積を図る。

・研修会資料等の整理を行い、閲覧しやすくする。
・それぞれが作った教材を共有できるよう、教材の写真と
目標、活用の仕方などを提示して保管する。

・各種研修会等案内を校内グループウェアで即時案内するとともに、案内コーナーを
つくることで資料等を閲覧しやすくなった。
・教材の共有、有効活用ができるよう、教材の写真、目標、活用の仕方をもとめた資料
をつくり、教材活用しやすい環境整備を行った。。 B

・学校評価アンケート肯定的評価（前出）
　〈専門性を高める努力〉
　教職員８８％、施設職員７６％、保護者９５％

B

・継続して研修会の案内等を積極的に行う。
・教材の活用の仕方などをより実践的に紹介できるよう
にする。

・改善されていないリスクや見逃しているリスクが
存在する。

・ヒヤリハット事案の分析等からリスクマネジ
メントを行う。

・分析チームを作り、これまでのヒヤリハットについて、発
生時期や状況などを分析し、その結果を基に健康安全
委員会やクラス会などで予防策について検討する。

分析チームで5年間の資料解析を実施した。２月までに4回会議を開催し、来年度活用
に向けての児童生徒個別および状況や場所別の資料を作成した。
・予防策の検討に着手できなかった。

Ｃ

・目標が高かったのではないか。
・データ数が少ないため傾向を見出し、予防策を
検討するのは難しいと思われる。

・学校評価アンケート肯定的評価
〈リスクマネジメント）
　教職員９７％、施設職員６９％、保護者８４％

B

資料をまとめて、予防策の検討を行う。

・様々な状況での緊急対応が想定される。
・各訓練だけでは、細かな対応の訓練が十分に
行えない。
・通学生の災害時引き渡しカードの運用開始直後
であり、実施した際の不具合の想定と修正ができ
ていない。

コードブルー訓練等による緊急時対応の精
度を高める。

・コードブルー訓練を年間５回以上実施する。
・部分訓練やクラス会で、コードブルー時のシュミレーショ
ンをしたり、アクションカードの内容確認を行う。
・通学生保護者を交えた引き渡し訓練を年２回行い不具
合の修正と定着を図る。

・昨年度同様の避難訓練３回、防犯訓練１回、救急法講習会１回、コードブルー訓練６
回、部分訓練５回に加え、新たに通学生保護者を交えた引き渡し訓練を２回実施し
た。
・訓練の反省から、マニュアルの変更や訓練で用いる用具（名簿、カードなど）の改善
を行った。また、訓練内容の改善と、新たに施設生の引き渡し方法を作成した。

B

・実際にコードブルーが発生した際の対応がよ
く、訓練の成果がでている。
・目標と手だてがうまくかみ合って取り組まれて
いる。
・引き渡しカードに伝言ダイヤル（１７１）を記載し
てはどうか。

・学校評価アンケート肯定的評価　（前出）
〈リスクマネジメント）
　教職員９７％、施設職員６９％、保護者８４％

A

・訓練の目的・内容を見直す。１学期は部分訓練等を活
用し、緊急時の基本的な対応を確認するための訓練を
設定し、２学期以降は、様々な状況を想定した訓練（応
用）を設定する。

・障害がある子どもの保護者、小学校、中学校等
から、専門的な助言へのニーズが増加している。

 

・地域支援を担う人材の育成と専門性の向
上。

・施設見学や進路研修をとおして重度重複障害のある児
童生徒のための福祉制度、サービス、利用できる施設な
どについて知識を広げる。
・幼児児童生徒への教育相談の複数体制の実施。
・乳幼児教育相談「ひよこ教室」での地域支援部員以外
の参加体制の実施。

　・施設や事業所を見学することで児童生徒や保護者にも提供できる情報を得ること
ができた（７月　２施設を教員１１名見学）。
・検査の精査及び確認を複数の教員で行った。
・小学部の教員の協力を得て実施した。小学部の学習内容や教材を参考にして活動
を主に行ったことで、小学部教員の理解につながった。

B

・他機関からの見学などは保護者への周知も必
要だろう。

・学校評価アンケート肯定的評価
〈地域支援の人財育成）
　教職員５３％

B

・ＰＴＡ合同進路研修会参加対象者についての再考と参
加者のニーズにせまるテーマの選定。
・効果的な研修方法を検討、実施する。
・全員が研修を受けることができる時期の選定。

・障害者である児童生徒と障害者でない児童生
徒との交流及び共同学習を積極的に進めること
が求められている。

・学校間交流、居住地校交流をとおしたイン
クルーシブ教育システムを推進する。

・実態に合った活動ができるよう、担当の打合せを綿密
に行う。

高知工業高校情報技術科の生徒１０名と、クラス活動や全体活動で交流の時間をもっ
た。事前の打ち合わせやプロフィールシートの交換によるグルーピング、クラス活動が
活発になった。iPadを使用し、病棟ベッドサイド学習の生徒とリアルタイムに交流もでき
た。
・事前の人権教育の学習が交流学習とつながり、相手校の子どもたちは本人やお母さ
んの思いに寄り添って考えることができた。事前学習で写真・動画の交換ができた。
・事前に計画を双方で練るための時間調整が難しかった。

Ｂ

・事前の綿密な打ち合わせができていることが、
工業高校の生徒の再度の訪問につながっている
と考えられる。
・目標と手だてがうまくかみ合っている。

・学校評価アンケート肯定的評価
〈交流及び共同学習の取組）
　教職員８４％、施設職員７９％、保護者６８％

A

・当日は時間が限らていることから、これまで同様に事前
に相手校を訪問し学校や授業内容を説明をし、障害者
理解、交流のための手立てを行う。
・ベッドサイド生が多くなることも考慮して、交流の仕方や
内容を考える。
・居住地校交流では、相手校と年度当初に打ち合わせ、
反省なども含めて日程を決めて計画的に実施する。

・福祉制度の変化や現状に関する情報を持ちな
がら、進路に向けた教育内容を検討することが求
められている。

・ニーズに応じた進路指導のために家庭・関
係機関との連携を深める。

・進路・生活相談会について積極的な利用を投げかけた
り、ケース会、移行支援会議（高等部3年）を実施したりす
る。
・現場実習を必要に応じて行う。
・進路研修会の実施や進路だより(年3回)の発行により進
路に関する情報の収集、提供を行う。
・卒業後3年間のアフターケアを行う。（平成２５・２６・２７
年度卒業生）

・進路・生活相談会を実施した（７月４市町村４名を対象に実施）。保護者へ会の参加
を積極的に働きかけた。進路や生活について、児童生徒個々のニーズや困ったことに
応じて各機関と具体的に話し合うことができた。
　・現場実習は実施がなかった。
　・ＰＴＡ合同の進路研修を実施できた（８月保護者教員23名参加）「合理的配慮とは」
など法に関することや福祉サービスの流れについて知ることができた。
　・進路だよりを年３回発行し情報収集と提供を行えた。
　・アフターケア事業を実施した（７・８月実施　卒業生１０名）。高等部卒業生の進路先
を訪問し現在の希望や課題を聞き取り、進路先と必要な連携を図った。アフターケア
の内容（質問や情報交換をする内容）について、今後の進路に関する情報を得ること
もできた。

B

・進路に関しては、重要な業務の一つであり、取
り組む項目として取り出してはどうか。

・学校評価アンケート肯定的評価
〈進路指導の取組）
　教職員７５％、施設職員７２％、保護者６３％

B

・アフターケアの実施者が一部の教員になることがない
ような人員の組み方をする。
・今後の引き継ぎについても配慮したメンバーで取り組む
体制づくりをする。

・児童生徒の指導・支援について、隣接施
設との連携・協力を充実させ教育活動に生
かす

・定例の学施連絡会、病棟連絡会以外にも必要に応じて
ケース会等を実施し、情報の共有化を図る。
・隣接施設職員と児童生徒の様子や課題等について
日々の連絡を常に行い、認識を共有し課題解決につな
げる。

・毎月、学施連絡会や病棟連絡会を開催し、情報交換を行い、児童生徒の情報を共
有した。
・児童生徒について定例外のケース会（転入に伴う情報共有、ショートステイする際の
連携）を実施した。
・摂食を伴う学校行事実施前に、摂食見習いを行い、情報や助言をもらった。
・１、２学期にそれぞれ１週間の参観週間を行い、学校生活の様子を見てもらう機会を
つくった。
・ベッドサイド学習生に係る施設との窓口をおき連絡調整を行ったことで、行事等への
ベッドサイド生の参加体制が円滑にとれるようになった。

Ｂ

・遠足等で医療面のバックアップを施設からいた
だいていることを知り感謝している。

・学校評価アンケート肯定的評価
〈隣接施設との連携）
　教職員９４％、施設職員９５％、保護者９３％ B

・隣接施設との情報交換を行い、児童生徒についての認
識を共有することは不可欠であり、今後も効果的で有意
義な連携、協力体制を継続することが必要である。
・情報を正しく共有するために、伝達方法の工夫が必要
である。

・児童生徒の生活や進路について隣接施
設、関係機関、家庭との定期的・日常的な
情報交換や共通理解を深める。

・進路、生活相談会やケース会を通じて児童生徒の置か
れている生活状況や課題について把握し改善に向けた
手立てを講じ、将来の進路につなげる。

・進路・生活相談会を実施した（７月　４市町村４名を対象に実施）。保護者の会への参
加を積極的に働きかけた。進路や生活について、児童生徒個々のニーズや困ったこと
に応じて各機関と具体的に話し合うことができた。

Ｂ

・この委員に交流の相手校に入ってもらうなど、
もっと外の目を入れ、理解者を増やしていってほ
しい。
・学校評価アンケート肯定的評価
〈関係機関との連携）
　教職員８８％、施設職員８３％、保護者８４％

B

・前年までの流れを汲んで積み上げていくことが今後も
課題（前年度の課題を記録から把握し引き継ぐ）。
・ニーズや困っていることについて具体的な話をすること
が今後も課題。

Ａ目標を十分に達成　　Ｂほぼ目標を達成　　Ｃやや不十分　　Ｄ改善を要する

・多様な場面やケースでの教育的対応の検討が
求められ、他の職種による連携と協力が必要に
なっている。

・教育内容を充実させるために、児童生徒一人ひ
とりの実態や環境に関する情報、進路に関する
情報・知識を、最新のものにしていくことが必要で
ある。

○児童生徒が自己実現を達成できる教育を行う学校　○保護者が成長と発達を実感できる教育を行う学校　○地域になくてはならない存在として愛される学校　○教職員が仕事に誇りをもち、やりがいを感じる学校

一人一人の教育ニーズを適切に把握し、能力・適性に応じた教育により、持てる力を発揮し、社会参加に向け基礎的な知識・技能・意欲を育む。

学校づ
くり

地域・
家庭と
の連
携、セ
ンタ
ー的な
機能

３　評　　価

特色あ
る教育
活動

自　己　評　価 学校関係者評価

授業づ
くり

・児童生徒の障害の重度・重複化に伴い、教育
ニーズが多様化し、教育内容の専門性向上が求
められている。

・障害の重度・重複化と教育ニーズの多様化に対
応するために、児童生徒ひとりひとりの実態に応
じた授業づくりと小中高一貫した指導の充実が必
要である。


